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１.  はじめに

　歯科用接着材は，材質や形状が異なる多種多様な歯科材料に対して，様々な臨床環境において用い

られ，口腔内で長期間脱離しない接着強さと，接着の耐久性が求められる．

　しかしながら，１つの接着材で多様な歯科材料に対応することは非常に困難である．これは，重要

な接着因子の１つである化学的相互作用の機構が，対象となる材料の材質によって，それぞれ異なる

からである．そのため，プライマーによって接着対象の表面に化学的相互作用を形成し，接着しやす

い表面に改質することが必要となる．

　ただし，このようなプライマーでも金属やセラミック等，個別の専用プライマーが存在し，製品に

よって，接着対象や使用条件が異なる．したがって様々な歯科材料を使用する臨床現場では，接着工

程が煩雑化し，テクニカルエラーだけでなく，材料選択や使用方法の確認による治療の長時間化が生

じることになる．

　さらに近年，CAD/CAM材料という新しい材料の登場により補綴物の接着に関する課題が重要視

されるようになった．平成25年に小臼歯への保険適用に続き，大臼歯への適用拡大が予想されてい

るCAD/CAMレジン冠や，透明性の向上やグラデーションタイプの登場により審美修復での利用が

増えているジルコニアなど，CAD/CAM材料は急速に普及しつつある．CAD/CAM材料は，従来の

製法とは異なる方法で製作する補綴物なので，既存の方法や材料で接着を行っても効果的でない場合

がある．

　YAMAKINでは，今まで貴金属，非貴金属，セラミックスや有機材料の研究開発を行ってきたが，

とくに，有機化学的な基礎研究を重ねた結果，効果的な機能性有機化合物の配合により，様々な材質

に対応した「マルチプライマー」を開発することに成功した．

　本製品は発売以来，YAMAKIN独自の性能および製品コンセプトが受け入れられ，ユーザのご好

評を頂いており，(公社) 発明協会より平成29年度四国地方発明表彰において「文部科学大臣賞」を

受賞するに至った．本レポートでは，材料科学的観点から，「マルチプライマー」のコンセプト，使

用方法や物性について紹介する．

　接着における脱離や脱落の防止だけでなく，簡便性を重視した「マルチプライマー」シリーズにつ

いて，少しでも興味や理解が頂けると幸いである．

２.  製品のコンセプト

　歯科治療において，歯質に対して異質な材料を接着して修復する場合，支台歯とレジン，貴金属合

金あるいは非貴金属合金など様々な組み合わせがあり，長期間の使用により接合界面から破断するリ

スクがある．

　このようなリスクを低減するために，例えば貴金属合金の場合は，貴金属合金用のプライマーを用

いて化学修飾をする前に，鋳造工程でのリテンションビーズの付与により凹凸を形成してレジンとフ

レーム間の機械的な結合を強固に維持している．一方，切削加工の場合は，鋳造加工とは異なり，リ

テンションビーズの付与が不可能である．そのため，レジンとフレーム間の強固な結合が得られず，

プライマーの化学的接着がさらに重要となる．しかしながら，化学的な接着は接着対象となる素材に

よって，最適な接着性成分が異なることから，フレーム材ごとにプライマーを使い分ける必要があ

り，結果として技工操作が煩雑となる．さらに，使用直前に酸触媒の混合を必要とするプライマーも

存在した．

　「マルチプライマー」の開発当初，酸触媒を使用せずに，すべてのフレームの材質に適用できる１液

性のプライマーは存在せず，材質に応じたプライマーの使い分けや２液の混合など作業が煩雑になると

いう大きな問題があった．この問題を解決するため，「マルチプライマー」は，多様な材質に適用可能

な汎用性の高い１液性のプライマーとして開発した．「マルチプライマー」シリーズは３つの製品で構

成されており，いずれも歯冠用硬質レジンやハイブリッド型硬質レジンを築盛する場合に使用できる．

　リキッドタイプのプライマー「マルチプライマー リキッド」は，貴金属合金および非貴金属合

金，あるいはジルコニア製のフレームに適用可能であり，口腔内でも使用できる使用条件を選ばない

汎用性の高いプライマーである．

　ペーストタイプのプライマー「マルチプライマー ペースト」は，貴金属合金および非貴金属合金

用のプライマーであると同時に，歯冠用硬質レジンやハイブリッド型硬質レジンに対するインビジブ

ルオペークの性能をも併せ持つレジンペーストタイプのプライマーである．

　もう１つのリキッドタイプのプライマー「マルチプライマー リペアーリキッドワン」は，硬質レ

ジン用の追加築盛液であり，形態修正時に追加築盛を行う場合に使用する．いずれの製品も従来製品

である歯冠用硬質レジン「ルナウィング」やハイブリッド型硬質レジン「ツイニー」に付属するプラ

イマーおよび追加築盛液の機能を拡張，発展させることで汎用性を大きく向上させている．

マルチプライマーシリーズ製品レポート
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開発部　執行役員 兼 主席研究員　博士（工学）　加藤　喬大

開発部　有機材料開発課　学士（工学）　木村　洋明

図1　「マルチプライマー」シリーズラインアップ



３.  材料構成

 「マルチプライマー」は，接着対象の表面に化学的相互作用を形成する機能性有機化合物に，プラ

イマーを効率的に使用するための化合物を添加することで設計されている．

 つまり，「マルチプライマー」シリーズは，接着あるいは表面処理に有効な成分配合が共通してお

り，使用条件，環境，簡便さのために，２種類のリキッドタイプと１種類のペーストタイプで構成さ

れている．

　機能性有機化合物として，シランカップング剤と多官能基性のチオプロピオネート誘導体 (チオー

ル系化合物) を配合している．貴金属，非貴金属，セラミックに加え，CAD/CAM材料のジルコニア

やレジンブロックに対して，プライマーとして汎用的に使用できる，最適な組み合わせと考えた．

　一方，プライマーとして，リン酸モノマーを含有する材料は，ジルコニアに対して有効であるとさ

れ，YAMAKINでもその有効性を確認しているが，リン酸モノマーとシランカップリング剤の両方

を配合したプライマーの有効性については賛否両論である．これは，酸触媒によって加水分解が加速

されるシランカップリング剤と，強酸性のリン酸モノマーを組み合わせると，接着を促進する因子と

阻害する因子とが同居するために，接着対象やその処理条件によって，接着の促進と阻害のバランス

が影響を受けるからであろう．したがって，「マルチプライマー」ではリン酸モノマーを使用せずに

中性化合物の組み合わせでプライマーを設計した．

　以下に，「マルチプライマー」シリーズに関して解説する．

・マルチプライマー リキッド

　「マルチプライマー リキッド」は揮発性溶媒 (エタノール) を主成分とし，接着性成分として少量

のチオール系化合物とシランカップリング剤を含んでいる．貴金属に対してはチオール系化合物が，

非貴金属とセラミックスに対してはシランカップリング剤が接着に効果を発揮する設計である．とく

に，ジルコニアに対しては，チオール化合物とシランカップリング剤の組み合わせが，リン酸モノ

マーを配合したジルコニア対応のプライマーに相当する接着力を示す．レジンブロックに対しても強

固な接着性を有し，いずれの材質に対しても不得意なく接着させることを実現している．

・マルチプライマー ペースト

　「マルチプライマー ペースト」は主にモノマー (ウレタンジメタクリレート，トリエチレングリ

コールジメタクリレート) とシリカフィラーで構成され，少量の重合開始剤，重合促進剤，顔料およ
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び接着性成分を含んでいる．接着性成分として，チオール系化合物とシランカップリング剤が使用さ

れている

・マルチプライマー リペアーリキッドワン

  「マルチプライマー リペアーリキッドワン」はモノマー (ウレタンジメタクリレート，ジエチレン

グリコールジメタクリレート) が主成分で，少量の重合開始剤，重合促進剤および接着性成分として

シランカップリング剤を含んでいる．硬質レジンは無機フィラーとモノマーで主に構成されるため，

表面にはフィラー由来のセラミックスが豊富に露出する．このセラミックス部位に対してシランカッ

プリング剤が接着に効果を発揮する設計である．

４.  接着性

　従来，レジンの接着において，貴金属を被接着材料とする場合はチオール系化合物が，非貴金属

に対してはリン酸系化合物1) が，そしてセラミックスにはシランカップリング剤2) が有効であるこ

とが知られていた．我々は，非貴金属に対してリン酸系化合物だけでなく，シランカップリング剤

もレジンの接着性を向上する効果があることを見出し3) ，チオール系化合物とシランカップリング

剤のみで種々の材質に適応可能であることを明らかにした4) ．

　「マルチプライマー」シリーズを用いた，接着性の検証例について紹介する．「マルチプライマー

リキッド」の場合，接着対象に塗布後，マスキングした表面上にオペークレジンを塗布，光重合を行

い，この硬化面上にレジンセメントで引張用のステンレス成型棒を固定して試験体を作製した．「マ

ルチプライマー ペースト」の場合，マスキングした接着対象表面上に塗布，光重合を行い，この硬

化面上にレジンセメントで引張用のステンレス成型棒を固定して試験体を作製した（図3) ．試験体

は37℃の水中で1日間保存後，0.5 mm/minの速度でステンレス成型棒を接着面に対して鉛直に引張

り，破断時の応力を引張接着強さとした．

図2　「マルチプライマー」シリーズの設計構成

マルチプライマー
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マルチプライマー リキッド
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製品名

適 用 対 象
貴金属
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Ni-Cr
合金

Co-Cr
合金

ジルコニア（陶材）
（ZrO2）

非貴金属 セラミックス

マルチプライマー ペースト
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○

○

○

○
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○
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○
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○

○

×
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製品名

適 用 対 象

レジン硬化物・レジン材料

Luna-Wing TWiNY KZR－CAD HR
ブロックシリーズ

マルチプライマー
リペアーリキッドワン ○ ○ ○

表1　プライマー類の適用対象
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　図4に示す通り，プライマーを使用しない場合の接着強さに対し，「マルチプライマー リキッド」

あるいは「マルチプライマー ペースト」用いることで各金属に対するレジンの接着強さが向上する

ことが確認できる．また，ジルコニアに対して「マルチプライマー リキッド」が有効であることも

確認できる．

　従来は「ツイニー」の追加築盛において，「ツイニー」に含有されるセラミックスフィラー量が

多いため，追加築盛前処理液である「ツイニー リペアープライマー」でシランカップリング処理

後，追加築盛液である「ツイニー リペアーリキッド」で表面未重合層を回復する必要があった．

(一方，「ルナウィング」は有機無機複合フィラーを使用しているため，「ルナウィング　リペアー

リキッド」だけでも十分であった．) そのため，「ツイニー」は「ルナウィング」に比べて追加築

盛手順が１工程多くなっている．

　「マルチプライマー リペアーリキッドワン」の場合，マスキングした接着対象 (レジン) 表面上

に塗布し，その上にフロアブルレジン (「ツイニー フロー」) を塗布，光重合を行い，この硬化面

上にレジンセメントで引張用のステンレス成型棒を固定して試験体を作製した（図5)．試験体は

37℃の水中で１日間保存後，0.5 mm/minの速度でステンレス成型棒を接着面に対して鉛直に引っ

張る試験を行い，破断時の応力を引張接着強さとした．

　「マルチプライマー リペアーリキッドワン」はシランカップリング処理と表面未重合層の回復を

同時に行うことが可能であり，さらに図6に示すように接着強さが従来品と同等であることを確認

している5) ．「マルチプライマー リペアーリキッドワン」を用いることで「ツイニー」の追加築盛

操作を２ステップから１ステップに簡略化できた．もちろん，「ルナウィング」にも用いることが

できる．

図3　引張接着試験　試験体の作製手順

・「マルチプライマー  リキッド」の場合

塗布 マスキング オペークレジン (IvO)
塗布，光重合

ステンレス
成型棒固定

・「マルチプライマー  ペースト」の場合

マスキング 塗布，光重合 ステンレス
成型棒固定

図4　レジン-各接着対象間の引張接着強さ
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図5　引張接着試験　試験体の作製手順

・「マルチプライマー　リペアーリキッドワン」の場合
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図6　レジン同士の初期引張接着
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５.  耐久性

　複合材料の耐久性評価を行う場合，熱湯と冷水に交互に漬けることで熱膨張率の違いから異種材料

間の接合界面へダメージを与えるサーマルサイクル試験が一般的に行われる．歯冠用硬質レジンの

JIS規格 (JIS T 6517：2011) においては，リテンションビーズなどの機械的維持無しで下部構造に

接着することを表示する場合，5,000サイクルのサーマルサイクル後にせん断接着強さ5 MPa以上と

いう規格値が設定されている6) ．そこで，「マルチプライマー」シリーズのせん断接着強さに関する

検証結果を下記に示す．

　円柱状の穴が空いた枠を使用し，オペークレジンの硬化面上で円柱状にボディレジンを重合させる 

(図7) ．試験体は37 ℃の水中で１日間保存後，5,000回のサーマルサイクル (5－55 ℃，各30 sec) を

行い，1 mm/minの速度でレジンの円柱に接着面に沿って荷重をかけ，破断時の応力をせん断接着強

さとした．

　図8と図9に示す通り，「マルチプライマー リキッド」と「マルチプライマー ペースト」は，サー

マルサイクル後でも5 MPaの規格値を上回るせん断接着強さで各接着対象にレジン(「ツイニー」) を固

定しており，十分な耐久性を有していることを確認した．なお，「マルチプライマー リペアーリキッ

ドワン」は，接着部位の破断より先に，接着したレジンが固定されたまま被接着側のレジンが割れる

ため，接着強さは測定不可能であったが，耐久性が十分であることを確認している．

６.  歯冠としての評価

　これまでに紹介した接着強さや耐久性は，規格化された試験手順（引張接着試験-ISO/TS 11405：

2015，せん断接着試験-JIS 6517：2011) によって評価したものであり，製品の性能に関する尺度に

なる一方，これらの値が，臨床上においてどのような意味を持つのか，確たる結論は出ていない．こ

のため，製品の接着力，耐久性が，実使用における咬合ストレスに耐えうるか検証するため，歯冠形

状での評価を行った．

　各種材質 (チタン：KZRｰCAD チタン，ジルコニア：KZRｰCAD ジルコニア T，CAD/CAM冠：

KZRｰCAD HR ブロック)のフレームに対し，対応する「マルチプライマー」を使用し，「ツイニー」

で前装冠形状の試験片を作製した(図10)．30度に傾いた状態で試験機に設置し(図11)，上から

1 mm/minの速度で圧縮し，破折時の荷重と破折の状態を確認した．

　なお，本試験はサーマルサイクル（5－55 ℃，各30 sec，5,000回）を行った試験片についても検

証を実施した．

図7　せん断接着試験　試験体の作製手順

・「マルチプライマー　リキッド」の場合

塗布 マスキング オペークレジン (IvO)
塗布，光重合

オペークレジン(OA3)
塗布，光重合

枠を設置 ボディレジン(DA3)
充填，光重合

枠を撤去

・「マルチプライマー　ペースト」の場合

マスキング 塗布，光重合 オペークレジン(OA3)
塗布，光重合

枠を設置 ボディレジン(DA3)
充填，光重合

枠を撤去

図8　サーマルサイクル後のレジンのせん断接着強さ

（「マルチプライマー リキッド」）

図9　サーマルサイクル後のレジンのせん断接着強さ

（「マルチプライマー ペースト」）
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　図12に本試験における各試験体の破折時の荷重を示す．人間の最大咬合力の平均は830±350 N7) 

で，一歯当りでは平均60.6±84.62 N 8) と報告されているが，いずれの試験体も一歯当りの最大咬合

力を大きく上回っており，実際の咬合力にも十分耐え得る強度を有するものと考えられた．

　また，プライマーの有無で試験力の差異が無い試験体も見られたが，表2に示すように，プライ

マーを使用しない試験体において，フレーム全体から剥離して破折するものが見られた．その一方，

「マルチプライマー リキッド」あるいは「マルチプライマー ペースト」を使用した試験体 (チタン

フレーム，ジルコニアフレーム) の場合，破折が先端部のみに限られることから，接着力の向上がこ

の結果に寄与しているものと考えられる．

　さらに，図12の破折試験ではフレーム表面にサンドブラスト処理を施していたが，よりジルコニ

アフレームへの接着強さを高める方法として，切削時に表面に段差をつけた検証を実施した．図13

（2）に示すような段差幅0.1 mmを付与することにより，サーマルサイクル後の破壊時の試験力が

1423.0N（SD：162.8）と段差なしのフレームの試験力である958.6N（SD：169.3）と比べると約

1.5倍に向上する．これは，段差の付与により表面積が拡大したことに起因すると考えられる．

　CAD/CAM冠の場合は，試験片全体が破壊された．接着界面の破壊より先にフレームごと試験片

全体が破壊されたため，「マルチプライマー リペアーリキッドワン」の接着力自体は咬合に耐えう

るものと推察される．

図10　歯冠形状の試験片作製手順

①：「マルチプライマー リキッド」，②：「マルチプライマー ペースト」，③：「マルチプライマー リペアーリキッドワン」

サンドブラスト
（①，②，③）

①マルチプライマー
リキッド塗布

（②，③なし）

①IvO塗布，光重合
②マルチプライマー

　ペースト塗布，光重合
③マルチプライマー

　リペアーリキッドワン
　塗布，光重合

ツイニーDA3築盛，
光重合

（①，②，③）

①および② ツイニーOA3
　塗布，光重合

（③なし）

図11　歯冠形状の試験片設置状態

30° 表2　破折試験後の試験片

フレーム
材質 チタン ジルコニア

プライマー
無し

フレーム全体から剥離

先端部のみ破損 先端部のみ破損 先端部のみ破損 フレーム自体の破損

フレーム全体から剥離 フレーム自体の破損

マルチプライマー
ペースト

マルチプライマー
リキッド

マルチプライマー
リペアーリキッドワン

マルチプライマー
リキッド

マルチ
プライマー

使用

CAD/CAM冠

図12　破折試験結果

図13　ジルコニアフレーム表面の外観イメージ
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サーマルサイクル後

（１） 凹凸無し （２） 凹凸有り
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７.  使用手順

７.１　ラボサイドでの使用方法

　これまでに述べてきたように，「マルチプライマー」シリーズは「マルチプライマー ペースト」

「マルチプライマー リキッド」「マルチプライマー リキッドワン」の3つの製品から構成されてい

る．まずはラボサイドに着目し，各製品の使用手順を示す（図14）．

　続いて，CAD/CAM用材料に使用した場合に着目する．基本的な製品の使用方法は，鋳造で作製

したフレームとCAD/CAM切削加工したものとで違いはない．ただし，CAD/CAMで作製したフ

レームには，鋳造でできたようなリテンションビーズの付与ができないため，レジン築盛面へのサン

ドブラスト処理を強く推奨している．ジルコニアフレームに関しては，メタルフレームと比べてサン

ドブラスト処理による表面の粗造化が効果的に進行しないことが想定されるため，段差幅0.1 mmの

凹凸を設計・付与することが理想である．

図14　「マルチプライマー」シリーズのラボサイドでの使用手順

図15　「マルチプライマー」シリーズのラボサイドでの使用手順（CAD/CAM用材料）

マルチ
プライマー
ペースト
の場合

メタルフレーム（鋳造用）にレジンを築盛する場合

形態修正後に追加築盛する場合

フレーム使用金属：Au合金、Au-Ag-Pd合金、Ti、Ti合金、Ni-Cr合金、Co-Cr合金

インビジブルオペーク
を平筆でリテンション
ビーズの隙間に入るよ
うに塗布し、光重合を行
います。

丸筆でマルチプライマー リ
キッドを薄く塗布し、約60
秒間乾燥させます。

下地を遮蔽するまでオ
ペークの塗布、光重合を
繰り返します。

ボディレジンの築盛、
光重合を行います。

マルチ
プライマー
リキッド
の場合

併用する材料の適用※3

併用する材料の適用※3

下地を遮蔽するまでオ
ペークの塗布、光重合を
繰り返します。

マルチプライマー ペースト
を平筆でリテンションビー
ズの隙間に入るように塗布
し、約120秒間静置※2後、
光重合を行います。

ボディレジンの築盛、
光重合を行います。

ラ
ボ
サ
イ
ド
用

併用する材料の適用※3
マルチ

プライマー
リペアー

リキッドワン

その上にツイニーを追加築盛した後、築
盛部分にエアバリアー材を塗布し、最終
光重合を行います。形態修正を行い、加
熱重合後、研磨します。

切削面にマルチプライマー リ
ペアーリキッドワンを薄く塗
布し、約120秒間静置します。
なお、滑りが気になる場合は、
静置後光重合を行います。

レジン築盛面をカーボランダ
ムポイント、ダイヤモンドポイ
ント等で切削し、表面を粗造化
して、スチームクリーナーまた
は超音波洗浄機で洗浄し、乾燥
させます。

その上にルナウィングを追加築盛した
後、最終光重合を行い、形態修正を行い
ます。

ツイニー
の場合

ルナウィング
の場合

※1 サンドブラスト処理は粒径約 50μm、圧力約 0.2 ～ 0.25MPa で行ってください。
※2 マルチプライマー ペーストは塗布後、約 120 秒間静置することで、接着成分と金属表面の反応が進行し、強固な結合が得られます。
※3 併用する材料の重合時間は、各材料の添付文書に従ってください。

レジン築盛面をアル
ミナ粒子でサンドブ
ラスト処理※1 して、
スチームクリーナー
または超音波洗浄機
で洗浄し、乾燥させ
ます。

マルチ
プライマー
リキッド
の場合

マルチ
プライマー
ペースト
の場合

メタルフレーム（CAD/CAM用）にレジンを築盛する場合

ジルコニアフレーム（CAD/CAM用）※4にレジンを築盛する場合

レジンフレーム（CAD/CAM用）にレジンを築盛する場合

フレーム使用金属：Ti、Ti合金、Co-Cr合金Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
用
材
料
の
使
用

※1 サンドブラスト処理は粒径約 50μm、圧力約 0.2 ～ 0.25MPa で行ってください。
※2 マルチプライマー ペーストは塗布後、約 120 秒間静置することで、接着成分と金属
      表面の反応が進行し、強固な結合が得られます。
※3 併用する材料の重合時間は、各材料の添付文書に従ってください。

併用する材料の適用※3

併用する材料の適用※3

丸筆でマルチプライマー リ
キッドを薄く塗布し、約60秒
間乾燥させます。

インビジブルオペーク
を平筆で塗布し、光重合
を行います。

下地を遮蔽するまでオ
ペークの塗布、光重合を
繰り返します。

ボディレジンの築盛、
光重合を行います。

マルチプライマー ペーストを
平筆で塗布し、約120秒間静
置※2 後、光重合を行います。

リテンションビーズ
の付与ができないた
め、レジン築盛面を
アルミナ粒子で必
ずサンドブラスト
処理※1 して、スチー
ムクリーナーまたは
超音波洗浄機で洗浄
し、乾燥させます。

レジン築盛面をアルミナ粒子でサンドブ
ラスト処理※1して、直ちに※5スチームク
リーナーまたは超音波洗浄機で洗浄し、
乾燥させます。

下地を遮蔽するまでオ
ペークの塗布、光重合を
繰り返します。

ボディレジンの築盛、
光重合を行います。

併用する材料の適用※3

インビジブルオペーク
を平筆で表面の凹凸を
埋めるように塗布し、光
重合を行います。

乾燥後、直ちに丸筆でマ
ルチプライマー リキッ
ドを薄く塗布し、約 60
秒間乾燥させます。

下地を遮蔽するまでオ
ペークの塗布、光重合を
繰り返します。

ボディレジンの築盛、
光重合を行います。

マルチ
プライマー
リキッド

表面に段差幅
0.1mm 付与が理想

併用する材料の適用※3

その上にツイニーを追加築盛した後、築
盛部分にエアバリアー材を塗布し、最終
光重合を行います。形態修正を行い、加
熱重合後、研磨します。

レジン築盛面をカーボランダムポイント、
ダイヤモンドポイント等で切削し、表面を
粗造化して、スチームクリーナーまたは超
音波洗浄機で洗浄し、乾燥させます。

切削面にマルチプライマー リペアーリ
キッドワンを薄く塗布し、約120秒間
静置します。なお、滑りが気になる場
合は、静置後光重合を行います。

マルチ
プライマー
リペアー

リキッドワン

※４ ジルコニアフレームのレジン築盛面は階段状（段差約 0.1mm）に設計し、
       表面に凹凸をつけたフレームの加工を推奨いたします。
※５ ジルコニアフレームにレジンを築盛する場合は、サンドブラスト処理後に
       加熱処理は行わないでください。
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７.２　チェアサイドでの使用方法

　「マルチプライマー」シリーズの中でも「マルチプライマー リキッド」は口腔内接着へも応用す

ることができる製品である．まずは口腔内リペアーの使用手順を図16に示す．この時，歯科用象牙

質接着材（例えば，「TMRｰアクアボンド0」（以下，アクアボンド））を併用する必要がある．「アクア

ボンド」は歯質への接着性に加え，ジルコニアやチタン，貴金属への接着にも使用することが可能で

ある．その詳細な性能や特徴は別途製品レポートやパンフレットで紹介している．

　さらに，歯科接着用レジンセメント「KZRｰCAD マリモセメントLC」（以下，マリモセメント）

を併用することによって，CAD/CAM冠の支台歯への装着が可能である（図17）．

　なお，「マリモセメント」は光重合型レジンセメントであるから，CAD/CAM冠（レジンブロッ

クから作製された歯冠修復物）専用の製品である．「マリモセメント」の特徴や性能，詳細な使用方

法については別途製品レポートやパンフレットで紹介している．

図16　「マルチプライマー」シリーズのチェアサイドでの使用手順（口腔内リペアー）

図17　「マルチプライマー」シリーズのチェアサイドでの使用手順（CAD/CAM冠の装着）

試適後のCAD/CAM冠の処理

レジンセメントの適用

チ
ェ
ア
サ
イ
ド
用

支台歯（レジンコア）の前処理

仮着材等を除去した支
台歯にマルチエッチャ
ントなど、歯科用エッ
チング材を、添付文書
に従い適用します。

レジン部分の被着面に
マルチプライマー リキッ
ドを塗布し、乾燥※1,2

させます。

歯 質 部 分 の 被 着 面 に
TMR－アクアボンド０
を塗布します。塗布後
は「待ち時間なし」で
エアー乾燥に移ること
ができます。

※1 自然乾燥の場合の乾燥時間です。
※2 エアー乾燥を行う場合は、バキュームで吸引しながら約

10 秒間エアーブローを行ってください。
※3 有効波長域 400 ～ 515nm (LED の場合、発光スペクト

ルのピークトップが 450 ～ 480nm)
※4 光照射条件は適用する製品の添付文書に従ってください。

歯冠修復物 (CAD/CAM冠) の装着手順

歯科重合用光照射器により光
照射※4し、硬化させます。

バキュームで吸引しながら、液
面が動かなくなるまでエアーで
十分に乾燥させてください。
(目安：強圧で5秒以上)
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2400 mW/cm2 3秒以上

10秒以上

1200 mW/cm2
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照射器

LED
照射器

 光 量※3 照射時間

TMR-アクアボンド0の光照射条件

内面洗浄（試適時の汚れの洗
浄）・サンドブラスト、水洗、乾燥
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歯 科 接 着 用 レ ジ ン セ メント
（KZR－CAD マリモセメントLC）
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秒以上擦り塗り後、10秒
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乾燥します。
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※1
※2
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約10秒
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※2
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させます。

歯冠修復物の破折、摩耗等の修理
ジルコニアセラミックス、歯科用陶材、無機質フィラーを含むレジン系材料、金属
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用
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約10秒

※1
※2

1被着面の粗面化・水洗・乾燥 2マルチプライマー リキッド
　 の塗布、乾燥※5

3 ボンディング材の塗布

4エアー乾燥 6コンポジットレジン充填5光照射

被着面の粗面化・水洗・乾燥を行
います。

バキュームで吸引しながら、液面
が動かなくなるまでエアーで十分
に乾燥させます。

（目安：強圧で5秒以上）

歯科重合用光照射器により光照
射※4し、硬化させます。

乾燥させた被着面全体
にマルチプライマー リ
キッドを塗布し、約60
秒間※1,2乾燥させます。

被着面全体にTMRーアク
ア ボ ンド 0 な ど 、ボ ン
ディング材を塗布※6し
ます。

※1 自然乾燥の場合の乾燥時間です。
※2 エアー乾燥を行う場合は、バキュームで吸引しながら約 10 秒間エアーブローを行っ

てください。
※3 有効波長域 400 ～ 515nm (LED の場合、発光スペクトルのピークトップが 450

～ 480nm)
※4 光照射条件は適用する製品の添付文書に従ってください。
※5 のちに使用するボンディング材が TMR－アクアボンド 0 の場合、ジルコニアセラ

ミックスおよび金属の被着面には2の手順は必要ありません。
※6 塗布後の待ち時間は適用するボンディング材の添付文書に従ってください。

分類

ペンギン
アルファ

ハロゲン
照射器
LED

照射器 300 mW/cm2以上

300 mW/cm2以上

1200 mW/cm2

2400 mW/cm2 3秒以上

10秒以上

光量※3 照射時間

TMR-アクアボンド0の光照射条件
既にサンドブラスト処理がされている場合

接着不良の要因となるため、水洗後は水分を残さないようにしっかり乾燥させてください。注意
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８.  おわりに

　これまで歯科用接着材には，接着力が第一に求められてきた．しかしながら，CAD/CAMのよう

な新技術の導入により，最近では接着力に加えて，多様な材料へ適用性も大きく注目されるように

なっている．「マルチプライマー」シリーズは，このような使用者の要望にお応えするために開発さ

れた製品であり，このことが，本製品をご愛顧頂けた一因でもあると考えられる．

　本レポートでは「マルチプライマー」シリーズが適用対象に対して十分な接着性と耐久性を有し，

その性能が臨床における実際のストレスにも十分耐えうる水準であることを紹介した．本技術情報が

「マルチプライマー」シリーズの用途や原理について，歯科医療従事者の理解の一助となれば幸いで

ある．最後に，今後ともユーザの要望に対して，YAMAKIN独自の化学的知見とコンセプトを駆使

して，新製品の提案を行っていく所存である．
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歯科重合用光照射器
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